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パネルカバー
タッチパネルの操作や電源スイッチをONにする時に、パネルカバーを開けて作業をしてください。
1	 ローレットツマミを緩めます。（イラスト1）
2	 ツマミ（白）を上に引いてから手前に引いてください。（イラスト2）
3	 パネルカバーをローレットツマミに被せてから奥へ押してください。（イラスト3）

6　各部の名称とはたらき

ノズル
脱気：袋内のエアを吸引し、
真空度を上げます
ガス充填：袋内にガス充填す
ることで内容物の酸化を防止
しますテーブル

袋の大きさに応じて、テーブ
ルの位置が調整できます

上部カバー

（イラスト1） （イラスト2） （イラスト3）
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レマドライフィルター
※オプション内部配管によりレギュレータと交換

フィルターカバー内部

上部カバー内部

シール部分のゴミを吸引します
（注意：別途真空源が必要です）

温度の昇降を感知し、コントローラーにて制御
します

温度の昇降を感知し、温調器の設定温度になるとシーケン
サーにて漏電ブレーカーをOFF にします

ノズルと真空ポンプの中間にあり、
ノズルから吸い込んだ空気以外の
もの（ほこりなど）は通さないでフィル
ターカップに溜まるようになっていま
す

エア圧力を調整します

シール加熱時に設定時間以上電
流が流れると、自動的に OFF 状
態にします。また、漏電時の場合
でも自動的に切れます
温調器感知の場合は、シーケンス
プログラム制御により漏電ブレー
カーを切ります

ビス

第 1フィルター 第 2フィルター

ウィープバルブ

温度センサー（マイコン用） 温度センサー（温調器用）

外部真空用継手（シール部吸引用）

エアフィルター

レギュレータ

漏電ブレーカー（安全回路付）

チャックバー
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ノズルの位置調整をする時（「7-3　ノズル位置の設定」
（→ P.20）をご覧ください）や部品を交換する時、上
部カバーを開け作業してください。
上部カバーは、左右前面のツマミを緩めるとイラストのよ
うに開きます。

配管カバー内部

上部カバー

エア源の接続

シール部分のゴミを吸引します
（注意：別途真空源が必要です）

（赤のフットスイッチを使用）非
常時や、中断時にフットスイッチ
を踏むと漏電ブレーカーが OFF
になります

ドライフィルター（オプション：内
部配管）
排水用口

外部排気口

外部エア接続口

ガスを充填できるようになっていま
す

ガス接続口

外部真空用接続口

非常停止スイッチ差込口

（黒のフットスイッチを使用）
製品の工程動作を行う為に、フッ
トスイッチを接続します

フットスイッチ差込口

配管カバー

警告  上部カバーを開けたままで包装（シール）作業は
行わないでください。

 上部カバーを開ける時は必ず電源プラグをコンセ
ントから抜いてください。挟み込みや感電の恐れ
があります。
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M-CR

読出画面

メンテナンス アラーム履歴

O　N

http://www.fujiimpulse.co.jp/

Ver.2.00

タッチパネル
シール方式設定	 シール専用、脱気シール、1回ガス、2回ガス
脱気方式	 �マニュアル���目安で脱気します
	 �タイマー���0.1〜 30.0 秒の範囲で脱気時間を設定できます
	 �真空計���脱気動作時に真空計の針が動き、脱気具合を確認することができます
ガス方式	 �タイマー���0.1〜 30.0 秒の範囲でガス充填時間を設定できます
	 	 （2回目ガスタイマーのみ0.0〜 30.0 秒設定）
設定変更	 �各タイマー、真空計、加熱時間、加熱 /冷却温度を変更します
メンテナンスモード	 �センサーの状況を確認できます
	 �シール工程動作でうまく作動しない場合、メンテナンスモードに設定して確認してください
目安モード	 �脱気、ガス充填を目安で行い、所要時間を各タイマーに転送します
登録モード	 �現在使用中の作業データを4つ記憶させることができます
アラーム履歴	 �警告画面が出た日付、回数などを記憶します

タッチパネルの設定について

■ 加熱時間について
温度制御における加熱時間とは設定された温度を維持
させる時間のことです。通常は、加熱時間を設定しなく
ても（加熱時間を0.0 秒にしても）シールはできます。
包装フィルム（袋）に厚みがあり、加熱温度を上げても
シールができない場合やシールができてもフィルムがダ
メージを受けている場合のみ加熱時間を設定すると効
果が期待できます。

■ 加熱温度について
包装フィルム（袋）の材質�厚さにより加熱温度が異なり
ますので、シール状態をご確認いただき、適切な温度
を設定してください。
シールの良好な範囲で、できるだけ加熱温度を低く設定
しますと、無用な温度上昇がなく作業速度も速くなりヒー
ター、センタードライテープ、ガラステープなどの消耗が
非常に少なくなります。
ヒーターに不要な過熱のないよう	特に注意してください。

■ 冷却温度について
材質�厚みなどの影響でシールが波をうつ時、シールが
曲がる時、シールが美しくできない時は、冷却温度を低
めに設定しますと美しいシールになります。しかし、冷却
温度が余りに低すぎますと作業速度が低下しますので
加熱温度と同様に良好なシールができる最短温度でご
使用ください。

加熱時間を設定しない場合の加熱温度測定グラフの軌跡

加熱時間を設定した場合の加熱温度測定グラフの軌跡

設定加熱温度

加熱時間

設定冷却温度
加熱中

冷却中

設定加熱温度

設定冷却温度
加熱中

冷却中

タッチパネル

電源スイッチ
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ダクトを使用する場合
製品の右下側のダクトにお客様で用意されている排気
用のホースをホースバンドなどで固定して取り付けてくだ
さい。
もう一方の排気用ホース先端は、クリーンルーム外に排
気されるように配置してください。

HEPAフィルター（オプション）を使用する場合
排気はHEPAフィルターを通って製品の下側から排出
されます。
HEPAフィルターについては、「10-3　HEPAフィルター

（オプション品）の役割、清掃方法」（→ P.51）に
記載しています。

作業場所が決まりましたら、製品下部のキャスター（4個）
をしっかりとロックONにして固定してください。

開　梱

1  クリーンルーム内における排気口の接続
4  配管カバー内部の接続

2  作業場所の確保
5 テーブルの取り付け、高さ調整

3  ノズル位置の設定
6  電源の接続

開梱から製品を使い始めるまでの準備は、概ね以下の手順で行います。

7　準備

7-1　クリーンルーム内における排気口の接続

7-2　作業場所の確保

この中に HEPAフィルター
があります。

ダクトを使用する場合

HEPAフィルターを使用する場合

排気用ホース

ホースバンド

移動の時 固定の時
OFF

ON

ON

OFF

MEMO  排気用ホースは、ダクトに合う内径 150mm の
ものをご用意ください。

警告  傾いたり、段差のある不安定な場所では使用
しないでください。製品が倒れたり、設置場所
から移動して破損、負傷の恐れがあります。必
ず平らな安定した場所でご使用ください。

 床面が濡れていたり、水滴・水蒸気がかかる
場所では使用しないでください。製品の故障の
原因となり、漏電する危険性があります。
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スリーブ移動

スペーサ

合マークがあった所で
ロック状態になります

プラグ（KK＊P）
スリーブ

ロックリング

ソケット（KK＊S）

ロックリング移動

カプラー接続用ジョイント取り付け

上部カバーを開いてください。（「6　各部の名称とはた
らき」（→ P.15） >> 上部カバーをご覧ください）
ノズルサポーター固定ネジを六角レンチで緩めてくださ
い。ノズルサポーターをスライドさせ、袋幅に適した間隔
をとり、ノズルサポーター固定ネジを締めてください。袋
幅の間隔を確認した上で、上部カバーを閉じてください。
ノズルの最大間隔は590mm、最小間隔は80mmです。

製品背面の配管カバー部を開けて下記の取り付けや接
続を行ってください。
●	外部エア接続口
●	外部真空用接続口
●	ガス接続口

製品背面の配管カバーを開けカプラー接続用ジョイント
を抜き（「7-4　配管カバー内部の接続」（→ P.20） 
>> カプラースリーブロック解除・離脱方法をご覧くださ
い）タケノコ部分に真空源、ガスボンベ、エア源からの
ホースをつなぎカプラー接続用ジョイントを差し込んでくだ
さい。（「7-4　配管カバー内部の接続」（→ P.20） 
>> カプラースリーブロック接続方法をご覧ください）

カプラースリーブロック接続方法
右イラストのプラグをソケットに挿入してください。
スリーブがスライドし、プラグを保持します。
接続後、ロックリングをUNLOCK　LOCKマークの
LOCK方向へ 90°回し、ロックリングとスペーサー部の
合マーク（▲印）を合わせてください。スリーブがロックさ
れ不意のプラグの離脱を防ぎます。

7-3　ノズル位置の設定

7-4　配管カバー内部の接続

ノズルサポーター

ノズルサポーター
固定ネジ

六角レンチ

80 〜 590mm

外部真空用接続口 ガス接続口

カプラースリーブロックのソケット部

外部エア接続口

カプラー接続用ジョイント

カプラースリーブロックのプラグ部

カプラー接続用ジョイント取り外し
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ロックリング移動

プラグ（KK＊P）

スリーブ

ロックリング

ソケット（KK＊S）

スリーブ移動

A

A

カプラースリーブロック解除・離脱方法
スリーブロックの解除は、ロックリングをUNLOCK	
LOCKマークのUNLOCK方向へ 90°回し、ロックリン
グが「カチッ」と嵌まり込むところまで回してください。ス
リーブロックが解除されます。スリーブロック解除後、スリー
ブのA面を押してください。プラグがソケットより離脱しま
す。

●	フットスイッチ（黒：作業進行用）
●	非常停止スイッチ（赤）

附属部品の中に各フットスイッチが入っていますので、
製品背面にあるフットスイッチ差し込口（「6　各部の名
称とはたらき」（→ P.15）をご覧ください）に差し込ん
でください。差し込んだ後、カラーでねじ込んで固定して
ください。

エア源
CR-600シリーズは製品を駆動させるために別途エアコ
ンプレッサーが必要となります。適合するコンプレッサー
をご使用ください。
適合コンプレッサー
クリーンエア：0.75kW 、80L/min 、0.5MPa 以上
エア圧力は出荷時（0.45MPa）に調整していますがシー
ル圧が出ない場合は設定を変更してください。

エア圧の調整
フィルターカバーを開け、レギュレータのエア圧力調整ノ
ブを引き上げ、時計方向（右回転）に回すと、エア圧
が上がります。
設定位置でエア圧力調整ノブを押し、溝に入れてロック
してください。
圧力設定値：0.45MPa

フットスイッチ差込口
カラー

フットスイッチ ( 黒 )

エア圧力調整ノブ

レギュレータ

注意  加圧状態にて離脱する際は、プラグが飛び出
しますので、プラグを押えて離脱させてください。
プラグをソケットより抜くようにしてください。
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テーブルのスターノブを緩めます。（イラスト1）

テーブルの切り込み部分［注 1］をスライドテーブルシャフ
トに合わせて差し込みます。（イラスト2）

テーブルとテーブルステーを握り締めている状態を維持
し、手前を持ち上げながら上下にスライドさせます。（イ
ラスト3）

テーブル位置が決まればスターノブを締めて固定してくだ
さい。（イラスト４）

7-5　テーブルの取り付け、高さ調整

7-6　電源の接続

イラスト1

イラスト3

イラスト4

イラスト2

［注 1］

スターノブ

スライドテーブルシャフト

黒

緑

白

アース

（単相 200V 20A）

注意  電気配線工事は電力会社の認定工事店に依
頼して行ってください。（電気工事、第 3 種接
地工事の施工には資格が必要です）電源は必
ず、製品消費電力に適合した容量を持つコン
セントから直接接続してください。また、プラグ
は根元までしっかりと差し込んでください。各製
品の消費電力は「11　仕様」（→ P.52）を
ご覧ください。

警告  予め組み込まれている標準のプラグを取り除
き、配線する場合、接続に誤りのないよう確か
めてください。コードの接続は左のようになって
います。アース（線）が所定の端子に接続され
ていない場合、電源側で短絡（ショート）や漏
電します。
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200V仕様機

電源の確保
電源コード先端のプラグを直接コンセントへ差し込んでく
ださい。

非常停止スイッチの作動状態確認
万一のトラブルに備えて非常停止スイッチを押して、漏
電ブレーカーが「切」になるか、非常停止スイッチの作
動確認をしてください。
以下の通りに作動すれば、非常停止スイッチは正常に
機能しています。
1	 漏電ブレーカーを「入」にする。
2	 非常停止スイッチを押す。
3	 漏電ブレーカーが「切」になる。

製品を使用される時は以下の『正しい使い方』をよくお読みいただき、お使いください。
以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となり、たいへん危険です。

8　正しい使い方

8-1　使用される前に

テストボタン
（赤色）

漏電ブレーカーON
状態

漏電ブレーカーON
状態のまま

漏電ブレーカー
OFF 状態になる

非常停止スイッチを
踏む

注意  フットスイッチを踏むとチャックバー（「6　各部の名称とはたらき」（→ P.15）をご覧ください）が下がり、フッ
トスイッチを放すとレバー（圧着レバー）が閉じます。（電源が ON 状態の場合）特に袋をセットする時など指を
挟み込まないように充分に安全を確認した上で作業を行ってください。

注意  シール中は、ヒーター、電極が熱くなっていますので、手などを触れますと、火傷をする恐れがありますので触
れないようにしてください。

警告  漏電ブレーカーが「切」にならない場合（「入」の
ままの場合）は、下記の操作を確認していただき、
お買い上げの販売店または弊社までご連絡くださ
い。
漏電ブレーカーに付いている赤色のテストボ
タン（右イラスト参照）を押してください。

・漏電ブレーカーが「切」になった場合
＝非常停止スイッチの故障が考えられます。

・漏電ブレーカーが「入」のままの場合
＝漏電ブレーカーの故障が考えられます。

ご使用をおやめいただき、お買い上げの販売
店または弊社までお問い合わせください。
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完了動作方式

シール専用

脱気シール

1回ガス

2回ガス

脱気方式

マニュアル

タイマー

真空計
上記の条件でよろしければ
　　　　　　完了ボタンを押してください

完了動作方式

シール専用

脱気シール

1回ガス

2回ガス

脱気方式

マニュアル

タイマー

真空計
上記の条件でよろしければ
　　　　　　完了ボタンを押してください

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
2回ガス ﾏﾆｭｱﾙ脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 01.0秒
ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ2 01.0秒

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
1回ガス 真空計脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ  01.0秒

真空計 50kPa

動作方式

シール専用

脱気シール

1回ガス

2回ガス

完了

上記の条件でよろしければ
　　　　　　完了ボタンを押してください

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾁｬｯｸﾊﾞｰが下がります

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

ｼｰﾙ専用

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更

M-CR

読出画面

メンテナンス アラーム履歴

O　N

http://www.fujiimpulse.co.jp/

Ver.2.00

※ 1回ガス・真空計脱気に設定変更する場合

①	 電源プラグをコンセントへ差し込んでください。
②	 漏電ブレーカーをONにしてください。
③	 電源スイッチをONにしてください。
④	 1.　お買い上げ後に初めて起動させた場合、またはシール専用で動作終了した後に再び作動した場合は、
下記「1.」の手順になります。

　 2.　2回ガスのマニュアル脱気で動作終了させて、再び作動した場合は下記「2.」の手順になります。

8-2　タッチパネル操作について

ONを押すと、初期動作待ち受け画面
になります

初期画面表示
1.【お買い上げ後に初めて起動

させた時　または、シール専
用の場合】

2.【2 回ガスのマニュアル脱気
の場合】

方式設定 を押します

1 回ガス を押します

完了 を押します

ON を押すと、初期動作待ち受け画面
になります

1 回ガス を押します

方式設定 を押します

真空計 を押し、
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設定完了ヘルプ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃ｶﾞｽﾀｲﾏｰ 01.0秒

真空計 50kPa

5 6 7 8 9 ▼

CLR

ENT

0 1 2 3 4 ▲

戻る登録画面

読出画面

メンテナンス

アラーム履歴

表示中の方式を登録します

表示中の方式を読み出しします

各メンテナンスを表示します

アラーム履歴を表示します

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
1回ガス 真空計脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ  01.0秒

真空計 50kPa

右の画面で下記のように数値の変更が行えます。

真空計の設定範囲は0kPa〜 100kPa

加熱温度の設定範囲は60℃〜 200℃

加熱時間の設定範囲は0秒〜 5秒（0.1 秒きざみで設
定できます）

冷却温度の設定範囲は40℃〜加熱設定温度

脱気�ガスタイマーの設定範囲は0.1 秒〜 30 秒（0.1 秒
きざみで設定できます。2回目ガスタイマーのみ、設定
範囲が 0.0 秒〜 30 秒になります）

例えば右の画面のガスタイマーを5.7 秒に設定したい場
合は、ガスタイマー1　01.0	秒を押してください。

画面が、ガスタイマー1　01.0 秒と表示します。（波線
は点灯しています）

画面上の、5		7		ENTを押すと、変更されます。

全ての設定ができましたら、設定完了	を押してください。

8-2-1　動作待ち受け画面について

8-2-2　設定変更について

隠れたボタンがあります
押すと下記の画面が表示されます

作動状態により表示する
文字内容が変わります

方式設定
動作方式を変更することが
できます

現在の設定を表示します
このボタンを押すと表示されている設定を変更することができます
設定変更については、下記の「8-2-2 設定変更について」をご
覧ください

ヘルプ
押すと、隠しボタ
ンの場所を表示し
ます

シールカウンター
シール回数を数えます
加熱に入ればカウントしますので、エラーが
出た時はカウントしません

down 矢印
シールカウンターの回数を1 ずつ減らします

シール回数リセット
シールカウンターを0 回に戻します

「8-2-3　登録画面について」（→ P.26）を参照ください

「8-2-4　読出画面について」（→ P.26）を参照ください

「8-2-5　メンテナンスについて」（→ P.27）を参照ください

「8-2-7　アラーム履歴について」（→ P.28）を参照ください
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加熱温度  175℃
加熱時間 0.8秒 
冷却温度 80℃

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 08.5秒

真空計  75kPa

登録データを読み出します
1～4のボタンを選択すれば下の画面に表示
されますので決定ボタンを押してください

元に戻る
1回ガス 真空計脱気

決定4321

加熱温度  150℃
加熱時間 3.3秒 
冷却温度 70℃

真空計  60kPa

登録内容が確認できます
1～4のボタンを選択すれば下の画面に
表示されますので確認後
戻るボタンを押してください

脱気ｼｰﾙ    真空計脱気

戻る4321

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 01.0秒

真空計  50kPa

現在表示中の設定を登録できます
1～4のボタンを選び決定ボタンで完了です
登録内容を確認したい方は確認ボタンを
押してください

決定

元に戻る

確認

1回ガス 真空計脱気

4321

「8-2-1　動作待ち受け画面について」（→ P.25）
で解説している「隠れたボタン」	>>	登録画面を押すと、
右の画面に変わります。
この画面で使用している設定を登録することができます。

例）1 回ガス真空計脱気を使用していた場合
1〜 4のどれかを選択し、決定ボタンを押すと、登録完
了になり動作待ち受け画面になります。
また、確認ボタンを押せば、1〜 4の登録内容を確認
することができます。
登録されていない場合は、全てシール専用になっていま
す。
元に戻るボタンを押せば登録せずに、動作待ち受け画
面になります。

「8-2-1　動作待ち受け画面について」（→ P.25）
で解説している「隠れたボタン」		>>	読出画面	を押す
と、右の画面に変わります。
この画面から登録したデータを読み出すことできます。

1〜 4のどれかを選択し、決定	ボタンを押すと、読み出
し完了となります。
元に戻る	ボタンを押せば読み出しせずに、動作待ち受
け画面になります。

8-2-4　読出画面について

8-2-3　登録画面について

現在使用中の画面が表示されます

登録内容が表示されます

登録内容が表示されます

〈1 回ガス真空計脱気を使用していた場合〉

〈真空計脱気・シールが登録されている場合〉
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他のメンテナンス動作画面 ヘルプ

リセットX2Y2

X2Y1

レバー上部→レバー中段

［Y2］を押せばﾚﾊﾞｰ中段迄下がる
レバー上部→レバー下部

［Y1］を押せばﾚﾊﾞｰ下部迄下がる
センサーが点灯すれば文字が出ます

リセット

他のメンテナンス動作画面 ヘルプ

リセットX7Y5

X3Y3

ノズル後退　→　ノズル前進

［Y5］を押せばノズル前進
チャックバー上部→チャックバー下部

［Y3］を押せばチャックバー下がる
センサーが点灯すれば文字が出ます

リセット

ノズル後退→ノズル前進
チャックバー上部→チャックバー下部

レバー上部→レバー中段
レバー上部→レバー下部

目安モード

目安モード・・・脱気またはガス充填を目安で
　　　　　 行い各タイマーへ転送します

メンテナンス・・・動作の確認を行います
「8-2-1　動作待ち受け画面について」（→ P.25）
で解説している「隠れたボタン」	 	>>	メンテナンス	を押
すと、右の画面に変わります。
この画面から各センサーとバルブが正常に動作している
かを確認することができます。
4つのメンテナンス、または目安モードを選択できます。
目安モード	は目安で脱気�ガス充填を行い、動作時間
を各タイマーに転送することができます。
（目安モードについては、「8-2-6　目安モードについて」
（→ P.28）をご覧ください）

例）ノズル後退からノズル前進の動作確認をする場合
右の画面では、ノズルが後退位置X7にある状態を表
しています。
バルブ動作開始のY5を押すと、ノズル後退位置セン
サーのX7が非表示になり、ノズル前進位置センサー
X6が□に表示されます。
バルブ動作停止の	リセット	を押せばバルブが停止し、
ノズル前進位置センサーX6が非表示になり、ノズル後
退位置センサーX7が表示されます。

結果、ノズルセンサーとバルブの動作が正常に動くこと
が確認することができました。もし、正常に動かない場
合は、「19　主な故障状況と対処方法」（→ P.65） 
>> ノズル動作についてをご覧ください。

上記のように他の動作でも同じように確認することができ
ます。

8-2-5　メンテナンスについて

バルブ動作開始

現在のセンサー状態

バルブ動作停止

①

②

①を押すと下記の画面に変わります。

②を押すと下記の画面に変わります。

注  常時点灯しているセンサー、一瞬だけ点灯する
センサーがありますので、注意してご確認くださ
い。

注意  レバー上部からレバー中段の動作確認、また
はレバー上部からレバー下部を動作させる場
合、手を挟まないように充分注意してください。
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戻る

アラーム表示/クリアを選択してください

ｱﾗｰﾑ履歴表示

ｱﾗｰﾑ履歴ｸﾘｱ

リセット

タイマー脱気目安モード 脱気1 脱気2

タイマーガス目安モード ガス1 ガス2

ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めば目安モード停止
転送したいボタンを選んでください

［脱気］［ガス］モードを選択すればノズル
が前進しますので袋をセットしてください

＊ .0秒 ＊

他のメンテナンス動作画面 ヘルプ

「8-2-5　メンテナンスについて」（→ P.27）で解説
している目安モード	を押すと右の画面になります。

タイマー脱気目安モード
タイマー脱気目安モード	を選択しフットスイッチを踏むと
脱気が開始されます。
もう一度フットスイッチを踏むと脱気が停止します。この
時表示されている目安タイマーの数値を脱気 1、脱気 2
に転送することができます。

タイマーガス目安モード
タイマーガス目安モード	を選択しフットスイッチを踏むとガ
ス充填が開始されます。
もう一度フットスイッチを踏むとガス充填が停止します。こ
の時表示されている目安タイマーの数値をガス1、ガス
2に転送することができます。

リセット	を押せば何度でも目安モードが行うことができま
す。
目安モードの設定範囲は、最大 30 秒です。

「8-2-1　動作待ち受け画面について」（→ P.25）
で解説している「隠れたボタン」		>>	アラーム履歴	を押
すと右の画面に変わります。

アラーム履歴表示
アラームの発生日時とアラームメッセージを発生順に記憶
し、表示します。最大1000件分のデータを保存できます。

アラーム履歴クリア
アラーム履歴、アラーム集計の結果を全て消去します。

8-2-6　目安モードについて

8-2-7　アラーム履歴について

目安タイマー

フットスイッチを踏むと文字が浮き
上がってきます
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾁｬｯｸﾊﾞｰが下がります

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
ｼｰﾙ専用

●	 フットスイッチによる操作でシールを連続して行い
ます

●	 シール専用設定時、タッチパネルに「フットスイッ
チを踏めばチャックバーが下がります」と表示さ
れます。

1 シール面に袋をセット

2 フットスイッチを踏む

3 フットスイッチを放す

4 シール完了

チャックバー閉じる

レバー上がる

シールの位置を確かめながら、シワにならないように両
端を整える

レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。チャックバー下部位置確認できればタッ
チパネルに「フットスイッチを放せばレバーが下がります」と表示さ
れます。

この間、自動的に作動

8-3　各作業手順

8-3-1　【シール専用】
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
脱気ｼｰﾙ　ﾏﾆｭｱﾙ脱気

●	 マニュアルによる脱気とシールを連続して行いま
す。

●	 脱気シール�マニュアル脱気設定時、タッチパ
ネルに「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と
表示されます。1工程動作終了時ノズルが出て
待機状態になりタッチパネルに「フットスイッチを
踏めばチャックバーが下がります」と表示されま
す。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 フットスイッチを踏む

7 シール完了

8 連続作業待機

脱気開始

脱気終了

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

ノズル後退、
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

8-3-2　【脱気シール】マニュアル脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
脱気ｼｰﾙ　ﾀｲﾏｰ脱気

脱気ﾀｲﾏｰ 01.0秒

●	 タイマーによる脱気とシールを連続して行います。
●	 脱気シール�タイマー脱気設定時、タッチパネル
に「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表
示されます。1工程動作終了時ノズルが出て待
機状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏め
ばチャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気タイマーが作動、脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

脱気タイマーの設定時間で脱気終了
ノズル後退、
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

8-3-3　【脱気シール】タイマー脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
脱気ｼｰﾙ　真空計脱気

真空計 50kPa

●	 真空計による脱気とシールを連続して行います。
●	 脱気シール�真空計脱気設定時、タッチパネル
に「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表
示されます。1工程動作終了時ノズルが出て待
機状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏め
ばチャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

真空計の設定値で脱気終了
ノズル後退、
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-4　【脱気シール】真空計脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
1回ガス ﾏﾆｭｱﾙ脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ  01.0秒

●	 目安による脱気とガス充填、シールを連続して行
います。

●	 1 回ガス�マニュアル脱気設定時、タッチパネル
に「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表
示されます。1工程動作終了時ノズルが出て待
機状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏め
ばチャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 フットスイッチを踏む

7 シール完了

8 連続作業待機

脱気開始

脱気終了

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

ガスタイマーが作動
ガス開始 タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマーの設定時間でガス終了
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-5　【1回ガス】マニュアル脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
1回ガス ﾀｲﾏｰ脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ  01.0秒

脱気ﾀｲﾏｰ 01.0秒

●	 タイマーによる脱気とガス充填、シールを連続し
て行います。

●	 1 回ガス�タイマー脱気設定時、タッチパネルに
「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表示さ
れます。1 工程動作終了時ノズルが出て待機
状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏めば
チャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気タイマーが作動、脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

脱気タイマーの設定時間で脱気終了
ガスタイマーが作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマーの設定時間でガス終了
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-6　【1回ガス】タイマー脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
1回ガス 真空計脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ  01.0秒

真空計 50kPa

●	 真空計による脱気とガス充填、シールを連続し
て行います。

●	 1 回ガス�真空計脱気設定時、タッチパネルに
「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表示さ
れます。1 工程動作終了時ノズルが出て待機
状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏めば
チャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

真空計の設定値で脱気終了
ガスタイマーが作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマーの設定時間でガス終了
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-7　【1回ガス】真空計脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
2回ガス ﾏﾆｭｱﾙ脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 01.0秒
ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ2 01.0秒

●	 目安による脱気（2回）とガス充填（2回）、シー
ルを連続して行います

●	 2 回ガス�マニュアル脱気設定時、タッチパネル
に「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表
示されます。1工程動作終了時ノズルが出て待
機状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏め
ばチャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 フットスイッチを踏む

7 フットスイッチを踏む

8 シール完了

9 連続作業待機

脱気開始

脱気終了

脱気終了

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

ガスタイマー 1 が作動
ガス開始 タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー 1 の設定時間でガス終了。
脱気開始 タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

ガスタイマー 2 が作動
ガス開始 タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー 2 の設定時間でガス終了。
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-8　【2回ガス】マニュアル脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
2回ガス ﾀｲﾏｰ脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 01.0秒
脱気ﾀｲﾏｰ2 01.0秒
脱気ﾀｲﾏｰ1 01.0秒

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ2 01.0秒

●	 タイマーによる脱気（2回）とガス充填（2回）、
シールを連続して行います

●	 2 回ガス�タイマー脱気設定時、タッチパネルに
「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表示さ
れます。1 工程動作終了時ノズルが出て待機
状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏めば
チャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気タイマーが作動、脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

脱気タイマー 1 の設定時間で脱気終了
ガスタイマー 1 が作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー 1 の設定時間でガス終了
脱気タイマー 2 の設定時間で脱気終了
ガスタイマー 2 が作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー 2 の設定時間でガス終了
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-9　【2回ガス】タイマー脱気
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ﾌｯﾄｽｲｯﾁを踏めばﾉｽﾞﾙが出ます

方式設定 ヘルプ

ｼｰﾙｶｳﾝﾀｰ  down

000000回

ｼｰﾙ回数ﾘｾｯﾄ

加熱温度 60℃
加熱時間 0.0秒 
冷却温度 40℃

変　更
2回ガス 真空計脱気

ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ1 01.0秒
ｶﾞｽ ﾀｲﾏｰ2 01.0秒

真空計     50kPa

●	 真空計による脱気（2回）とガス充填（2回）、シー
ルを連続して行います。

●	 2 回ガス�真空計脱気設定時、タッチパネルに
「フットスイッチを踏めばノズルが出ます」と表示さ
れます。1 工程動作終了時ノズルが出て待機
状態になりタッチパネルに「フットスイッチを踏めば
チャックバーが下がります」と表示されます。

2 シール面に袋をセット

3 フットスイッチを踏む

1 フットスイッチを踏む

4 フットスイッチを放す

5 フットスイッチを踏む

6 シール完了

7 連続作業待機

脱気開始

ノズルが前進する

レバー上がる

内容物の入った袋をノズルに差し込みシール位置を確
かめながら袋の両端を整える

レバーが降下し、中段位置まで下がる

ノズルが前進し、作業待機します

安全回路によりチャックバー下部位置確認までに足を離すと
チャックバーは開きます。袋の内容物をできるだけ、ノズルの口
に近付けるようにして袋を整えます。チャックバー下部位置確認
できればタッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下
がります」と表示されます。

真空計の設定値で脱気終了
ガスタイマー１が作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー１の設定時間でガス終了
真空計の接点で脱気終了
ガスタイマー２が作動し、ガス開始
タッチパネルに「ガス封入中」と表示されます。
ガスタイマー２の設定時間でガス終了
ノズル後退
レバーがシール面に密着
シール開始「シール中」と表示されます。

レバーが上がると袋を取り出してください

タッチパネルに「脱気中」と表示されます。

タッチパネルに「フットスイッチを踏めばチャックバーが下がりま
す」と表示されます。

この間、自動的に作動

チャックレバーが下降し、ノズルと袋をスポンジで挟み
密封

8-3-10　【2回ガス】真空計脱気
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インパルス方式のシーラーは、シール条件として加熱、
冷却、圧力が重要であり、シールの良否に大きく左右し
ます。また、異なる包材、内容物に於いて加熱温度、
冷却温度、加圧力の最適な設定が異なりますのでご注
意ください。

附属部品の中にシールサンプルを入れておりますので、
ご参考にご利用ください。

2 漏電ブレーカーをOFF

1 電源スイッチをOFF

終　了

作業終了のしかた

シールの仕上がり状態について

注意  異なる包材、内容物における最適なシール状
態がお客さまの責任において確認してください。

 ガゼット袋の場合、厚みが場所によって異なり
ますので密封されているかどうか、必ず確認して
ください。

 【例：水中で袋を押し、気泡が出ないか確か
めるなど

 注意  長時間使用されないときは電源プラグもコンセントから抜いてください




